
 

 

 

 

 
８月２５日（金）から学校が始まりました！ 

今年の夏休みは例年より少し短い３５日間でしたが、どうだったでしょうか。 

コロナが５類となり、地区の行事も復活してきたと聞いています。地域の浮立も復活しているよ

うで、夜に笛や太鼓の音色が聞こえてくる日もありました。お世話をされている保護者のみなさん

地域のみなさん、ご苦労様です。 

７月の学校便りでは『学校を離れる夏休みこそ子ども達には学校で学んだ「主体性（自分で考え、正しく判

断、行動する）」を発揮してほしいと思っています。』とお伝えしましたが、夏休み中、家族で話題にされた

でしょうか？ ９月からは宿泊学習や修学旅行、明倫祭りなど大きな学校行事があります。そういう行事も活

かして児童の主体性（自分で考え、正しく判断、行動すること）」を伸ばしていきたいです。  

 

 

 今年の夏は大変暑い日が続き、小学２年生が体育後に熱中症で命を落とすという悲しい事件が起きました。

他にも運動会練習中に13人もの生徒が熱中症で救急搬送されるなど、日本各地で児童生徒が熱中症になった

という事案が発生しているようです。 

夏休みは終わりましたが、まだまだ残暑が厳しく、体が学校生活に慣れていないこの時期ですので、本校で

は通常の対策に加え、9月15日(金)まで以下の対策を取ります。 

● 昼休みの体育館での遊びの中止（体育館は熱がこもり特に暑いため） 

● 体育は控えたり、「保健」を先に持ってくるなどする。ただし、毎日数時間おきに確認している「暑

さ指数※」が「警戒」以下であれば休息、水分補給を取りながら体育を実施する。 

※暑さ指数 … 熱中症を予防することを目的として1954年にアメリカで提案された指標です。①湿度、  

②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境、 ③気温の３つを取り入れた指標です。指数が

高い順に「危険」「厳重警戒」「警戒」「注意」「ほぼ安全」となっています。 

なお、9月15日(金)以降も、暑さ指数を一つの判断基準として、熱中症対策をとっていきます。 
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